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発明戦略とは
 

１．発明戦略について

三位一体の戦略

戦略的な発明：三位一体の戦略を実現するアイデア創作

発明戦略：そのためのリソース配分の道筋
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事業戦略

技術戦略

知財（特許）戦略

発明戦略



なぜいま「発明戦略」か
 

１．発明戦略について

従来

•日本がものづくりをリード

•「MADE IN JAPAN」がブランド

•大きな内需

現在

•東アジア各国の製造技術の向上

•内需の縮小

•デフレ

•円高
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自社製品を堅実にカバーする特許

競争力を獲得し、市場を独占するための特許

特許の役割が変化

事業戦略を実現する発明が求められている



競争戦略と特許戦略（原則）
 

２．競争戦略と特許戦略

強者の戦略
 

ミート（同質化）戦略

・自社製品の実施（改良）の自由を確保
 ・ライセンス（バイ）アウト

（自社製品の改良発明を他社に権利化させない）

弱者の戦略
 

差別化戦略

・特許で参入障壁を構築

・ライセンス（バイ）イン
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Value

Price

自社

参入障壁

他社

自社製品



事例
 

転がらない鉛筆
 

３．事例

課題：鉛筆が転がってデスクから落下する課題：鉛筆が転がってデスクから落下する
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従来技術：丸鉛筆

本発明：六角鉛筆

効果：転がらない効果：転がらない



事例
 

転がらない鉛筆
 

３．事例

周知の解決手段周知の解決手段
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回転時に重心が持ち上がるような
断面形状であること（凸形状）



課題-解決手段系統図
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
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解決手段２

解決手段・・・

解決コンセプト１ 解決手段１

解決手段２

解決手段・・・

解決コンセプト２ 解決手段１

課題

鉛筆の転がり
防止

六角形

鉛筆の転がり
防止

多角形断面
四角形

星形

非多角形断面

MECEな代替コンセプト

MECE：重複なく漏れなく
Mutually Exclusive and Collectively Exhaustive 

半円形

楕円形

出典：鶴見隆氏

強者の戦略に有効
ただし弱者の戦略には・・・

実施（改良）自由度を確保



参入障壁と発明戦略
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
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特許Ａ
特許Ｘ

代替発明

特許Ｙ
代替発明

特許Ｚ
代替発明

特許Ｗ
代替発明

他社Ａ

他社Ｂ

他社Ｃ

新機能１の
参入障壁 自社製品

他社

 技術

特許Ａ”
改良発明

特許Ａ’
改良発明

改良発明



ＰＦ（丸い鉛筆の問題状況）
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
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I-TRIZ (Ideation International Inc.)
PF (Problem Formulator ®)



ＰＦ（六角鉛筆による課題解決）
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
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ＰＦ（着眼点の可視化）
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
12
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着眼点の網羅性

弱者の戦略に有効
強者の戦略にも有効（二次的問題の解決による発明改良：昨年度発表）



発明の網羅性
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略

発明の網羅性＝着眼点の網羅性×解決手段の網羅性
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発明の網羅性
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略

発明の網羅性＝着眼点の網羅性×解決手段の網羅性
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PF (or Su-Field Model)

オペレータ？
他の技法？



思考展開図
 

４．解決ツール（I-TRIZほか）と競争戦略
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抽象・機能
 

具体的構造

要求機能
＝課題

機能
＝コンセプト

機能要素
＝作用

全体構造
＝全体製品

機構
＝具体案

機構要素
＝解決策

分析

分解

写像

展開
具体化

総合

鉛筆の転がり
防止

表面摩擦
増大

重心移動
増大

特殊素材

微細凹凸

表面素材

表面形状

表面密着
鉛筆

転がらない
鉛筆

非円形 異形断面

重心偏心 錘

特殊断面
鉛筆

請求項１

MECEに展開

実施形態
・実施例

出典：畑村洋太郎氏

解決手段の網羅性



前半部まとめ

・市場の強者（またはライセンス事業者など）を除き、特許の第一義は

参入障壁の構築。

・参入障壁の広さはポジショニング戦略（事業戦略）で決定。

目的の広さの参入障壁を構築する（＝特許戦略を実現する）

ために発明戦略が必要。

・課題-解決手段系統図は強者の戦略に有効。

Ｉ-ＴＲＩＺと思考展開図は弱者の戦略に有効、互いに補完性あり。
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戦略立案プロセス
 

５．三位一体の戦略と発明戦略

事業戦略立案

技術戦略立案

特許戦略立案
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発明戦略

前述

後述



事業戦略の立案・・・成功要因分析（例）
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
18
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KFS (Key Factors for Success)



成功要因分析（例）
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
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競
争
優
位
性

ＫＦＳ（累積）

価格新機能１
流通・
販売力

ブランド
・信用

基本
機能

アフター
サービス

新機
能２

どこにリソースを投入しますか？



成功要因分析（例）
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
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競
争
優
位
性

ＫＦＳ（累積）

価格新機能１
流通・
販売力

ブランド
・信用

基本
機能

アフター
サービス

新機
能２

事業戦略・・・
・低価格モデルの投入
・新機能１での優位性確保
・アフターサービスの向上



技術戦略の立案（例）
 

５．三位一体の戦略と発明戦略

（事業戦略）「低価格モデルの投入」のために

（技術戦略）コストダウン（CD）のための構造・プロセスの開発

（事業戦略）
 

「新機能１での優位性確保」のために

（技術戦略）自社の新機能１の進化と、競合による進化の阻止

（事業戦略）
 

「アフターサービスの向上」のために

（技術戦略）取扱性を向上する構造の開発
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技術戦略から発明戦略へ
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
22
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３ １

４ ２

低 高

自社事業への貢献度（KFS分析結果）

技
術
へ
の
投
資
有
効
性
（
※
）低

高 新機能１

新機能２

ＣＤ

取扱性
向上

基本機能

（※）技術への投資有効性・・・自社技術の優位性、技術の成熟度、特許による独占期待度から判断される指標

自社技術分析



参考：技術の成熟度
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
23
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ＩＩＩ
導入期
途上技術

Ｉ
成長期
戦略技術

ＩＩ
成熟期
基盤技術

実用レベル
低 高

競
争
イ
ン
パ
ク
ト

低

高

ＩＶ
黎明

 期

萌芽

 技術

「戦略技術」

 

・・・
KBF (Key Buying Factor)
が高く、
差別化可能な技術

出典：アーサー・Ｄ・リトル

集中・積極投資
オープン・

イノベーション

既存技術＋
技術導入

分散投資



技術戦略から発明戦略へ
 

５．三位一体の戦略と発明戦略
24

© 2012, Resonance IP Firm Some Rights Reserved

３ １

４ ２

低 高

自社事業への貢献度（KFS分析結果）

技
術
へ
の
投
資
有
効
性

低

高 発明戦略
リソースを新機能１に集約し、
その網羅的な実現アイデア
および
他社権利を無力化するアイデア
を創作する

新機能１

新機能２

ＣＤ

取扱性
向上

基本機能

参入障壁構築

技術導入
ライセンス
（バイ）イン

ライセンス
（バイ）アウト



後半部まとめ

すべての技術に対して参入障壁を構築することは不可能

「成功要因分析」と「自社の強み分析」で優先順位を

つけて強者・弱者の戦略を修正する

新機能１・・・
 

参入障壁の構築（＝弱者の戦略）

新機能２・・・
 

実施（改良）自由度の確保（＝強者の戦略）
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まとめ
 

６．まとめ

・成功要因分析等の結果に応じて強者・弱者の戦略を修正する。

これにより、事業戦略-技術戦略-特許戦略が結びつく。

・発明戦略は、三位一体の戦略を具体的に実現する推進力。

I-TRIZ等の問題解決技法がそのエンジンとなる。

以上
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